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PRESS RELEASE 

 
報道関係者各位 

2024 年 08 月 26 日 

株式会社エムステージ 

 

 

 

 

 

事業場向け産業保健支援、医療人材総合サービスを提供する株式会社エムステージ（東京都品川区、代表取

締役：杉田雄二）は、従業員の健康管理や安全衛生などの産業保健活動に携わる担当者 400 名に 「産業保

健活動」に関するアンケート調査を実施しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

近年、従業員の健康を維持・向上させることが企業の生産性向上につながるという考えの浸透と共に、

産業保健活動の取り組みを見直す企業が増えてきています。経済産業省が認定を行う「健康経営優良法

人認定制度」に申請する企業が右肩上がりとなっていることからも、その注目度が伺えます。その一方

で、労災補償請求件数は増加を続けています。厚生労働省が公表した令和５年度の「過労死等の労災補

償状況」によると、過労死等に関する請求件数は 4,598 件となり、前年度から 1,112 件の増加となり

ました。形式的ではない、本質的な産業保健活動が求められる今、重要な役割を担う企業の産業保健担

当者の業務状況について、アンケート調査を実施しました。 

 

 

■担当者の業務状況について 

・4 割以上の担当者が他の業務と「兼任」 

・約 4 分の 1 が「職場の健康」に取り組む時間が「ない」と回答 

・「理想通りに取り組めている」約 2 割に留まる 

■外部サービスの利用について 

・利用中含め 88.5%がトータルサポートへの利用意向を示す 

【企業の産業保健担当者 400 名にアンケートを実施】 

「理想通りに取り組めている」約 2 割に留まる 
4 割以上の担当者は他の業務と兼任しているという結果に 

調査背景 

調査結果サマリー 
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1.4 割以上の担当者が他の業務と「兼任」 

産業保健をはじめとする「職場の健康」への取り組みについて、「専任」で対応している担当者は 52.0％、

他の業務との「兼任」で担当している担当者は 45.5％となり、４割以上の担当者は他の業務との「兼任」で

対応している結果となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.約 4 分の 1 が「職場の健康」に取り組む時間が「ない」と回答 

「職場の健康」について考えられる・取り組める時間について、「全くない」と回答した担当者は 3.8％、

「ほとんどない」と回答した担当者は 23.0％となりました。約 4 分の 1 の担当者が「職場の健康」に取り組

む十分な時間がないと感じている結果となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

担当者の業務現状について 
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さらに、従業員規模別でみると、従業員数が【100～299 人】の企業担当者の 34.0％が時間が「ない」と回

答。【300～499 人】は 24.0%、【500～999 人】は 26.0%、【1,000～3,000 人】は 23.0%の担当者が時

間が「ない」という結果になりました。 

【100～299 人】の従業員規模の企業が、最も時間が「ない」という結果となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3. 「理想通りに取り組めている」約 2 割に留まる 

「職場の健康」への取り組みが「理想通り」と回答した担当者は 3.8％、「どちらかといえば理想通り」と回

答した担当者は 20.0％となり、理想通りの取り組みができていると感じている担当者は約 2 割に留まる結果

となりました。 
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4. 利用中含め 88.5%がトータルサポートへの利用意向を示す 

産業保健に関することをトータルでサポートしてくれるサービスがある場合の利用意向について、「強く利用

したい」（26.5％）が最も多く、「既に利用している」（24.8％）、「条件次第で利用を検討したい」

（19.5％）、「利用したいと考えている」（17.8%）が続く結果となりました。利用中の担当者含め、88.5%

がトータルサポートの利用意向を示す結果となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

近年、健康経営に取り組む企業が増えてきています。それと同時に、健康経営の旗振

り役を担う担当者の業務負担も増加傾向にあります。今回の調査では、4 割以上の担

当者は、職場の健康に関する取組みを、他の業務との兼任で行っていることがわかり

ました。「体制の整備や、具体的な施策を実施したいが、他の業務に追われてどうして

も後回しになってしまう。」というご担当者の声を聞くことも少なくはありません。誰

かの無理のうえに成り立つ健康経営ではなく、“持続可能”な健康経営の在り方が、求

められてくるのではないでしょうか。 

株式会社エムステージ 取締役 産業保健事業部長 

樋口 浩一 （ひぐち こういち） 

社会保険労務士、健康経営エキスパートアドバイザー、メンタルヘルスマネジメント検定Ⅰ種等の資格を保

有。大手ヘルスケア・EAP サービス企業を経て、2021 年に株式会社エムステージに入社。2023 年より取締

役就任。23 年以上、企業に対してメンタルヘルスケア、ストレスチェック、EAP、産業医紹介、健康経営の

推進等のヘルスケア業務に従事。 

■利用したい理由（フリーコメント） 

・一元管理をすると、従業員が理解し易く、利用を促す事に繋がるため。 

・社員数からすると、社内で全ての手配をすることは無理なので、外部委託するほうが効率的でいい。 

・現在取り入れていないが、健康診断の予約代行サービスを含め、一括で依頼出来るならとても便利そう

だと思った。 

外部サービスの利用について 

健康経営を、持続可能なものにするために 



 

5 

 

PRESS RELEASE 

 
 

 

・「産業保健活動」に関するアンケート 

・調査対象：産業保健活動を担う衛生管理者や人事労務担当者 

※従業員数が100～3,000名規模の企業 

・調査日：2024年04月19日～04月22日 

・調査方法：webアンケート 

・有効回答数：400 

※引用・転載時には「株式会社エムステージ」とクレジットを明記下さい。 

 

 

『産業保健トータルサポート』では、医師紹介業 21 年のノウハウとネットワークによる産業医や保健師の

紹介・選任後の業務サポートをはじめ、リワーク支援サービスや、ストレスチェック『Co-Labo』、メンタル

ヘルス・ハラスメント研修、専門家相談サービス等で、企業の健康経営を総合的に支援しています。 

▶『産業保健トータルサポート』詳しくはこちら 

 

 

 

 

 

 

＜サービスに関するお問い合わせ先＞ 

株式会社エムステージ 産業保健事業部お問い合わせフォーム 

 
 

 

株式会社エムステージ 

「すべては、持続可能な医療の未来をつくるために」をビジョンに、医療従事者のキャリア支援・医療機関

向け採用支援と事業場向け産業保健サービスを提供しています。 

＜会社概要＞ 

商 号：株式会社エムステージ https://www.mstage-corp.jp/ 

代表者：代表取締役 杉田 雄二 

設 立：2003 年 5 月 

所在地：〒141-6005 東京都品川区大崎 2-1-1 ThinkPark Tower5 階 

事業内容：事業場向け産業保健支援、医療人材総合サービス 

 

本件に関するお問い合わせ先  

エムステージグループ 

ブランド戦略室 コーポレート広報（TEL: 03-6867-1170 MAIL: pr@mstage-corp.jp） 

アンケート調査概要 

エムステージの『産業保健トータルサポート』 

https://sangyohokensupport.jp/
https://sangyohokensupport.jp/contact
https://www.mstage-corp.jp/
mailto:pr@mstage-corp.jp

